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１．はじめに
　新型コロナウイルス感染症（以下、
新型コロナ）は、令和５年５月８日に
感染症法上の位置付けが２類相当から

５類感染症へ移行し、診療体制や社会的対応は大
きく変化した。これに伴いワクチン接種制度も見
直され、国による全額公費負担の特例臨時接種は
令和５年度末で終了した。令和６年度からは、重
症化予防を目的とする B 類疾病の定期接種とし
て制度化され、年１回の接種が導入されている。
　高齢者では依然として重症化・死亡リスクが高
く、日本感染症学会・日本呼吸器学会・日本ワク
チン学会は合同で、令和７年度も65歳以上の高齢
者や基礎疾患を有する者に対し、定期的な接種の
継続を推奨する提言を出している１）。
　大規模流行やインフルエンザとの同時流行時に
は、特に本県では集中治療室などの重症患者対応
病床がひっ迫する可能性が高まる。地域医療を守
る観点からも、重症化リスクの高い層に対しては、
ワクチン接種を前向きに検討していただきたい。

２．感染状況の現況
　新型コロナの感染状況は、５類移行後は定点医
療機関からの報告により継続的にモニタリングさ
れている。感染動向は厚生労働省の報道発表や新
潟県感染症週報で確認できるが２）、３）、定点把握は
医療機関の受診状況に基づくため、軽症例を十分
に把握できない点に注意が必要である。５類移行
後、一部地域では下水中のウイルス量が増加して
いるにもかかわらず、定点報告数の増加がみられ
ず、検査を受けずに経過する感染者の存在が示唆

されている４）。
　近年の流行は、夏季と冬季に報告数が増加する
二峰性の季節的傾向を示している。2025年度の本
県では、過去２年と比較して夏季の流行の立ち上
がりがやや遅く、ピーク時期も８月中旬であっ
た５）。ワクチン接種や感染既往による免疫獲得、
ウイルスの変異、気候要因などが影響し、流行の
時期や規模は年ごとに変化する可能性があり、今
後も動向を注視する必要がある。

３．臨床的特徴と変異株の動向
　流行が長期化している要因の一つとして、変異
株の継続的な出現が挙げられる。2021年末にオミ
クロン株が確認されて以降、その派生株が次々と
出現し、流行を繰り返してきた。日本では2025年
５月以降、オミクロン系統の JN. 1から派生した
NB. 1. 8. 1およびその亜系統が増加し、現在の主
流株となっている６）。NB. 1. 8. 1は通称「ニンバ
ス（Nimbus）」と呼ばれ、一部報道では “razor 
blade throat” と表現される強い咽頭痛が特徴と
されるが、実際の臨床像は多様であり、軽症例も
多く認められる。
　５類移行後も感染者数の増減を繰り返しながら
流行は持続しており、入院患者の多くを70歳以上
の高齢者が占めている２）。これまでの流行期には、
感染そのものに加え、外出機会や社会活動の制限
による身体活動量の減少がみられ、特に高齢者で
は身体機能の低下やフレイルの進行が報告されて
いる７）。後期高齢者では、生活機能維持の観点か
らも、基本的な感染予防に加え、ワクチン接種を
前向きに検討することが望まれる。
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４．新型コロナワクチン接種制度の変遷
　オミクロン株の出現以降、ワクチンの発症・重
症化予防効果は接種後数か月で減衰することが報
告されており８）、流行株に対応した定期的な接種
の必要性が指摘されている。こうした状況を踏ま
え、令和６年度からは予防接種法上の B 類疾病
として定期接種に位置付けられ、重症化予防効果
の持続を目的に、年１回の接種が実施されている。
対象は65歳以上の高齢者および60 ～ 64歳で重度
の心臓・腎臓・呼吸器の機能障害、またはヒト免
疫不全ウイルス感染による免疫障害を有し、身の
回りの日常生活がほとんど自立できない程度に制
限されている者である。
　費用負担に関しては、令和６年度には移行期の
激変緩和措置として国の財政支援が実施された
が、令和７年度からは廃止され、市町村単位での
助成制度へと移行した。このため、助成の有無や
自己負担額には地域差があり、居住地によって負
担額が異なる現状にある。
　定期接種の対象外となる場合は任意接種とな
り、接種回数や時期は個人の判断や医師との相談
に委ねられ、費用は全額自己負担となる。日本感
染症学会の提言では、若年層ではオミクロン株に
よる急性期症状が高齢者よりも強く出やすく、罹
患後症状（Long COVID）が１年以上持続する例
もあることから、定期接種の対象外であっても接
種には一定の意義があるとされている９）。

５．使用可能なワクチンの種類
　2025/26シーズンに国内で使用されている新型
コロナワクチンは、主に５種類である10）。従来か
ら使用されている mRNA ワクチンは、ファイザー
社のコミナティ®、モデルナ社のスパイクバック
ス®、および第一三共のダイチロナ® であり、い
ずれもオミクロン株の下位系統（LP. 8. 1や XEC
等）に対応した改良型となっている。Meiji Seika
ファルマ社のコスタイベ® は、国内初のレプリコ
ン RNA 技術を採用し、強い免疫応答が期待され
る。また、武田薬品工業のヌバキソビッド® は組
換えタンパクワクチンであり、mRNA ワクチン
でアレルギーや強い副反応を経験した患者への代
替選択肢となる。
　過去に発熱や倦怠感などの副反応を強く経験し

た人でも、ワクチンの種類によって副反応の出方
は異なるとされており、選択肢が増えた現在では
再接種を検討しやすい環境が整っている。今年度
に供給されるワクチンはいずれも１バイアルあた
り１〜２人分の設計となっており、接種現場での
ロス率低減に配慮されている。一方で、１回当た
りのワクチン価格は、概ね１万円前後と高額であ
り、不活化インフルエンザワクチンと比較すると
個人負担は大きい。

６．今後の見通し
新型コロナは、今後も一定の周期で流行を繰り返
すことが予想され、重症化リスクの高い高齢者や
基礎疾患を有する者を中心に、B 類疾病として年
１回の定期接種が継続される見通しである10）。イ
ンフルエンザワクチンとの同時接種も可能であ
り、流行期に備えた効率的な予防戦略の一環とし
て活用が期待される。一方で、若年で基礎疾患の
ない者では重症化リスクが低いため、任意接種と
して、後遺症のリスクや職業・生活背景等を考慮
し、本人の意思に基づいて個別の状況に応じて判
断することが求められる。
　ワクチンの有効性や安全性、免疫の持続期間に
関する知見は、ウイルスの変異や免疫状況、技術
の進展などにより変化する可能性がある。今後も、
科学的根拠に基づいた評価を継続的に注視してい
くことが重要である。
　また、新型コロナでは、mRNA という新しい
技術を用いたワクチンが急速に普及したことで、
副反応への不安や真偽不明な情報の拡散が生じ、
社会的にワクチン忌避の感情が形成されたと指摘
されている11）。ワクチン接種の目的（発症・重症化・
後遺症予防）を明確にし、正確で分かりやすい情
報提供と丁寧な説明を重ねることが、接種の意思
決定・判断には欠かせない。また、B 類疾病の定
期接種は、感染予防ではなく重症化予防を主な目
的としており、行政による積極的な個人勧奨は行
われない。このため、定期接種の対象外となる人
も含め、かかりつけ医等の医療機関による相談支
援や情報発信が、住民の適切な判断を支えるうえ
で重要な役割を担う12）。今後も、科学的根拠と地
域の実情に基づき、柔軟かつ実効性のある対応を
継続していくことが求められる。
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７．おわりに
　本稿では、新型コロナの現況について、感染状
況や臨床的特徴、ワクチン接種制度の変遷と今後
の見通しを概説した。
　医師会員の皆様には、地域住民が正確な情報に
基づき適切に接種を判断できるよう、引き続きの
ご支援・ご協力をお願い賜りたい。
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